
  (様式３) 目的設定表( 年度） 予算区分： 要求区分： 確定日（ 年 月 日）

事業ｺｰﾄﾞ 政策コード 政 策 名
施策コード 施 策 名

事 業 名
指標コード 施策目標(指標)名

(tel) 担当者名部 局 名 課 室 名 班名 担当課長名
事業年度 年度 評　　価　　対　　象　　事　　業　（　計　画　）　の　　内　　容 ～ 年度

３．事業目的（どういう状態にしたいのか）１．事業立案の背景(施策目標の達成のために今なぜこの事業が必要なのか)

(重点施策推進方針との関係） 重点事業として要望 その他事業として要望

４．目的達成のための方法

 ①事業の実施主体
２．住民ニーズの状況

 ②事業の対象者･団体①ニーズを把握した対象
受益者 一般県民 （時期： 年 月）  ③達成のための手段

②ニーズの把握の方法
アンケート調査 各種委員会及び審議会 ヒアリング インターネット
その他の手法 （具体的に )

③ニーズの具体的内容

 ④比較した代替手段及び選択した手段の有効性

◎把握してない場合の理由及び今後の方針

 ①理由

 ②今後の方針

５．事業の全体計画及び財源 単位(千円)

事 業 内 訳 左　　の　　説　　明 年度 年度 年度年度 年度 年度 全体(最終)計画順位

財源内訳 左  の  説  明

国 庫 補 助 金

県　　　　　債
そ　　の　　他
一 般 財 源

令和 2年度 5月補正予算令和02 通常 令和02 07 01
0404010308 秋田の魅力が際立つ 人・もの交流拡大戦略

01 地域の力を結集した「総合的な誘客力」の強化観光による消費拡大緊急対策事業
ターゲットを見据えた誘客プロモーションの展開03

観光文化スポー 観光振興課 調整・観光地育成班 2261 笠井　潤 佐藤　守

令和02 令和02

　新型コロナウイルス感染症に伴う観光客の減少により、本県の観光産業が大きな影響を受けている 　県民による県内観光の気運醸成を働きかけながら、県内流動を促進するとともに、タイミングを見
ことから、県民による県内流動の促進策等を実施するとともに、新型コロナウイルスの感染症の収束 計らって東北域内等からの誘客を進め、県内の観光消費の早期回復を図る。
状況を見極めながら、段階的に対象を東北域内に拡大するなど、本県への観光誘客を促進し、観光消
費の拡大を図る。

● ○

県

県内宿泊施設、旅行会社

■ □ R02 04

　県民が利用できるプレミアム宿泊券の発行のほか、旅行会社に対して送客助成等により、県内泊旅
□ □ ■ □ 行商品の造成・販売を支援する。

□ 県内宿泊施設等

　新型コロナウイルス感染症の影響により、予約のキャンセルが相次いでいるほか、収束が見通せず
東日本大震災後の状況よりも厳しい状況になることが予想されることから、観光流動が可能になった

　プレミアム宿泊券については、過去に行った同種事業の実績を踏まえ、より利用率が見込まれる発行方法を検討した。際は、県が主体となって出来る限り早く経済対策を行ってほしいとの要望が多い。

0 70 2 0 3 0 50 4 0 6

「秋田のお宿」県民応援事業 　県民向けに県内の魅力をＰＲし、旅行需要の喚起を図るとともに、県内宿泊施設内で使
01 用できるプレミアム宿泊券を発行する。   1,226,613           0           0           0          0           0     1,226,613

「秋田の魅力を再発見！」推進事業 　秋田の魅力を感じられる県内旅行商品の造成及び販売を支援するとともに、県内交通の
02

利用を促進する。     324,646           0           0          0           0           0       324,646

                                                                               

                                                                               

                                                                               

                                                                               

    1,551,259  1,551,259           0           0           0          0          0

            0          0           0          0           0           0           0

            0          0           0           0           0           0          0

            0          0           0           0           0          0          0

          0           0           0           0           0     1,551,259  1,551,259



６．事業の効果を把握するための手法及び効果の見込み

事業の期待
される成果

指標名 指標の種類

成果指標
指標式

業績指標

①年度別の目標値（見込まれる成果による指標）指
標
Ⅰ

指　標 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 最終年度

目標a
実績b ②データ等の出典

東　北
全　国

③把握する時期 当該年度中 月 翌年度 月 翌々年度 月

指標名 指標の種類

成果指標指標式
業績指標

①年度別の目標値（見込まれる成果による指標）指
標
Ⅱ

指　標 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 最終年度

目標a
実績b ②データ等の出典

東　北

全　国

③把握する時期 当該年度中 月 翌年度 月 翌々年度 月

◎指標を設定することができない場合の効果の把握方法
①指標を設定することが出来ない理由

②見込まれる効果及び具体的な把握方法(データの出典含む)

事業の必要性

現状の課題及び施策目的に照らした事業の必要性

住民ニーズに照らした事業の必要性

事業の県関与の必要性
法令・条例上の義務 内部管理事務 県でなければ実施できないもの

民間・市町村で実施可能であるが、県が関与する必要性が認められるもの
政策評価委員会意見 重点事業の適合及び指標・目標値の適合性判定

重点事業 その他

県内流動及び東北域内からの観光誘客を促進することで、本県への宿泊者数の早期回復が

期待できる。

６月～３月の宿泊者数※外国人を除く

●県内宿泊施設への６月～３月の延べ宿泊者数（千人）※外国人を除く

○

30 0 1 02 03 0 4 0 5 0 6
     3,000                                                 3000                    

                    

                    宿泊旅行統計調査

                    

○ ● ○0 7

○
○

0 33 0 0 1 0 2 0 4 0 5 0 6
                                                                                   

                    

                    

                    

○ ○ ○

　新型コロナウイルス感染症の影響により、本県の観光関連事業者が大きな影響を受けて
いることから、観光需要の早期回復を図る強力な経済対策を進める必要がある。

　観光需要の早期回復のため、経済対策の実施を望む声が多いことから、全国でも最大規
模の県内流動策の展開のほか、県をまたぐ観光が解除される段階で、他県に遅れを取るこ
となく東北域内の誘客に取り組む必要がある。

□□ □
■

　県が実施することで、全県域への観光誘客や流動が生まれ、県全体での広域的な経済効
果が期待できる。

○ ○


